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一
　
は
じ
め
に

一
八
六
〇
年
代
は
、
中
日
仏
教
に
激
し
い
変
化
が
生
ま
れ
た

時
代
で
あ
る
。
太
平
天
国
の
運
動
の
鎮
圧
に
つ
れ
て
、
中
国
仏

教
は
大
き
な
打
撃
の
な
か
か
ら
し
だ
い
に
回
復
再
建
し
、
日
本

仏
教
は
神
道
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
明
治
天
皇
国
家
の
建
設

に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
、
仏
教
の
近
代
化
の
過
程
を
開
始
し
た
。

日
本
仏
教
は
国
家
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
組
織
と
制
度
を
新
た

に
編
成
し
な
お
し
、
ま
た
直
接
に
西
洋
の
仏
教
研
究
を
学
び
、

仏
教
を
国
家
体
制
、
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
要
な
構
成
要
素

と
す
る
よ
う
努
力
し
た
。
急
速
に
変
革
を
実
現
し
た
日
本
仏
教

界
と
比
べ
る
と
、
中
国
仏
教
界
は
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
て
い
っ

た
。
中
国
仏
教
界
は
、
全
体
に
か
か
わ
る
再
編
の
動
向
が
見
え

ず
、
依
然
と
し
て
寺
院
を
中
心
と
し
、
旧
習
を
墨
守
し
、
仏
教

徒
、
な
ら
び
に
全
仏
教
界
は
社
会
変
革
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
部
分
の
仏
教
徒
は
鋭
く
時
代
の
変
化
を
捉
え
、
中

国
仏
教
の
新
し
い
生
存
形
態
を
模
索
す
る
こ
と
を
開
始
し
、
な

ら
び
に
社
会
変
革
に
努
力
す
る
一
部
の
人
物
は
、
仏
教
の
中
に

そ
の
社
会
変
革
の
理
論
を
探
求
す
る
こ
と
を
企
て
、
別
の
面
か

ら
仏
教
の
変
革
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
し
た
。

近
代
中
日
仏
教
徒
の
対
話
―
楊
文
会
と
南
条
文
雄
の
交
流
―

陳
　
継
東

菅
野
博
史
　
訳



し
か
し
な
が
ら
、
中
日
両
国
の
仏
教
は
、
近
代
型
に
向
か
う

変
化
の
過
程
の
な
か
で
、
ど
ち
ら
も
外
来
の
衝
撃
と
影
響
を
深

く
受
け
た
。
過
去
の
研
究
は
、
こ
の
過
程
と
西
洋
文
明
と
の
関

係
を
重
視
す
る
も
の
が
と
て
も
多
く
、
東
ア
ジ
ア
、
と
く
に
中

日
仏
教
の
間
の
交
流
の
意
義
に
注
意
す
る
も
の
は
と
て
も
少
な

い
。
仏
教
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
国
仏
教
は
、
直
接
西
洋

の
影
響
を
受
け
た
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
日
本
を
通
じ
て
は
じ

め
て
西
洋
の
仏
教
研
究
を
理
解
し
た
。
さ
ら
に
い
っ
そ
う
重
要

な
こ
と
は
、
日
本
仏
教
の
新
し
い
変
化
が
か
え
っ
て
中
国
仏
教

徒
の
直
接
の
学
習
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

日
本
仏
教
は
、
中
国
仏
教
と
の
交
流
の
な
か
で
、
不
断
に
そ
の

西
洋
の
知
識
と
方
法
を
学
習
す
る
有
効
性
を
実
証
し
、
中
国
仏

教
の
現
状
と
歴
史
に
対
す
る
批
判
的
立
場
を
確
立
し
、
中
国
仏

教
と
の
距
離
を
保
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
仏
教
を
相
対
化

さ
せ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
中
国
仏
教
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
劣
等
感
か
ら
脱
し
、
中
国
仏
教
の
歴
史
の

影
か
ら
離
れ
、
日
本
仏
教
の
特
有
性
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
中
国
仏
教
徒
は
、
日
本
仏
教
の
二
つ
の
内
容
に
対

し
て
興
味
を
抱
い
た
。
一
つ
は
日
本
仏
教
の
新
し
い
変
化
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
日
本
仏
教
界
の
西
洋
の
知
識
と
方
法
、
な
ら

び
に
日
本
仏
教
徒
の
解
釈
と
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
二
つ
の
内
容
に
対
し
て
、
多
く
の
場
合
、
批
判
は
吸
収
よ

り
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
仏
教
徒
は
、
中
国
仏
教

界
と
の
交
流
の
な
か
で
、
日
本
仏
教
の
優
勢
な
地
位
と
自
信
を

形
成
し
、
そ
の
主
体
性
を
高
揚
し
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
主
導
的

地
位
を
努
め
て
求
め
た
。

楊
文
会
と
南
条
文
雄
と
の
交
際
は
、
一
つ
の
側
面
か
ら
こ
の

歴
史
過
程
を
具
体
的
に
表
わ
し
た
。
楊
文
会
（
一
八
三
七
―
一
九

一
一
）
は
近
代
中
国
仏
教
の
重
要
人
物
で
あ
り
、
中
国
仏
教
の
回

復
と
再
建
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
効
力
を
発
揮
し
た
。
一
八

八
一
年
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
駐
在
の
中
国
外
交
官
と

し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
ち
ょ
う
ど
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留

学
し
て
い
た
日
本
の
僧
侶
、
南
条
文
雄
（
一
八
四
九
―
一
九
二
七
）

と
知
り
合
っ
た
。
南
条
文
雄
は
梵
文
に
よ
っ
て
仏
教
研
究
を
進

め
た
最
初
の
日
本
の
僧
侶
で
あ
る
。
西
洋
の
梵
文
仏
典
研
究
は
、

彼
ら
が
共
通
に
関
心
を
も
っ
た
中
心
的
問
題
で
あ
り
、
英
国
を

中
心
と
し
て
興
起
し
た
文
献
学
と
歴
史
学
の
方
法
は
、
彼
ら
が

最
も
多
く
議
論
し
た
話
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
日
仏
教
研
究
の
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そ
の
後
の
発
展
に
深
く
影
響
し
た
。
彼
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、

二
千
年
来
の
伝
統
と
区
別
さ
れ
る
新
し
い
仏
教
研
究
が
東
ア
ジ

ア
に
出
現
し
た
。
同
時
に
、
中
日
の
仏
教
徒
の
間
に
は
歴
史
的

原
因
に
よ
っ
て
、
三
百
年
近
く
正
式
な
交
流
関
係
が
な
か
っ
た

が
、
こ
の
間
、
両
国
の
仏
教
に
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
人
の
中
日
仏
教
研
究
の
代
表
的

人
物
が
信
仰
上
の
意
見
の
交
換
を
し
た
と
き
、
仏
教
教
義
の
理

解
に
つ
い
て
の
相
違
は
、
彼
ら
の
想
像
を
超
え
て
い
た
。
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
教
義
の
上
に
立
っ
て
、
激
し
い
論
争
を

展
開
し
た
。
こ
の
教
義
の
相
違
は
、
中
日
仏
教
の
性
格
と
発
展

方
向
に
つ
い
て
の
相
違
を
示
し
た
。

本
論
文
は
上
述
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
中
日
仏
教
徒
の
交
流

が
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
型
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
の
形
成
に

影
響
し
た
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

二
　
中
国
の
中
心
的
地
位
の
喪
失

十
七
世
紀
中
葉
以
後
、
中
国
清
朝
の
誕
生
と
日
本
の
鎖
国
政

策
の
実
行
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
徒
の
交
流
は
し
だ
い
に

減
少
し
、
完
全
に
中
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
明
治
維
新
以
後
、

日
本
は
開
国
政
策
を
実
行
し
、
中
国
と
日
本
は
一
八
七
三
年
三

月
に
正
式
に
外
交
関
係
を
確
立
し
、
両
国
の
文
化
、
及
び
仏
教

交
流
の
新
た
な
開
始
の
た
め
の
前
提
と
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
こ

の
年
の
八
月
、
日
本
の
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
（
現
在
の
大
谷
派
）

の
僧
侶
、
小
栗
栖
香
頂
（
一
八
三
一
―
一
九
〇
五
）
は
上
海
を
経
由

し
て
北
京
に
到
着
し
、
龍
泉
寺
の
僧
、
本
然
の
世
話
を
受
け
、

一
年
近
い
留
学
生
活
を
始
め
た
。
中
国
仏
教
界
の
衰
微
の
現
状

は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
開
拓
の
可
能
性
を
彼
に
固
く

信
じ
さ
せ
た
。
彼
の
積
極
的
な
提
案
に
よ
っ
て
、
一
八
七
六
年

七
月
、
彼
と
彼
の
同
僚
は
東
本
願
寺
に
派
遣
さ
れ
、
再
び
中
国

に
到
着
し
、
上
海
で
寺
廟
を
建
立
し
、
中
国
人
に
対
し
て
日
本

仏
教
を
伝
え
る
こ
と
を
始
め
た
。

小
栗
栖
の
活
動
は
改
め
て
中
日
仏
教
の
接
触
を
回
復
し
た
だ

け
で
な
く
、
い
っ
そ
う
重
要
な
こ
と
は
日
本
仏
教
を
中
国
に
輸

出
す
る
歴
史
を
切
り
開
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
い
四
年

の
な
か
で
、
中
日
仏
教
の
地
位
に
百
八
十
度
の
変
化
が
生
じ
た
。

九
世
紀
の
日
本
天
台
宗
の
僧
侶
、
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）
は

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
書
き
、
中
国
に
行
っ
て
仏
法
を
探
求

し
巡
礼
し
た
目
的
、
つ
ま
り
、
中
国
で
仏
教
の
真
理
を
探
求
し
、
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仏
教
の
聖
地
を
巡
礼
し
、
獲
得
し
た
新
し
い
知
識
と
宗
教
体
験

を
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と
を
表
わ
し
、
明
確
に
中
国
仏
教
の
中

心
的
地
位
を
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
栗
栖
が
残
し
た
こ
の
時
期
の
大
量
の
日

記
、
手
紙
、
及
び
著
作
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
、
彼
の
訪
中
の

目
的
に
は
初
め
か
ら
中
国
に
行
っ
て
布
教
す
る
使
命
が
あ
っ
た

こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
の
対
外
拡
張

政
策
に
追
随
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
に
と

っ
て
み
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
に
お
け
る
伝
播
を
阻
止
し
、

排
仏
運
動
の
打
撃
か
ら
態
勢
を
立
て
直
す
た
め
に
、
自
然
に
視

線
を
中
国
と
朝
鮮
に
投
げ
か
け
、
新
し
い
活
路
を
獲
得
し
よ
う

と
企
て
た
も
の
で
あ
る
。
小
栗
栖
香
頂
に
つ
い
て
言
え
ば
、
上

述
の
認
識
を
除
い
て
、
さ
ら
に
彼
個
人
の
教
団
内
部
に
お
け
る

挫
折
、
及
び
長
崎
と
中
国
系
の
禅
宗
僧
侶
の
接
触
に
よ
り
、
ま

た
西
洋
に
学
び
日
本
仏
教
の
故
郷
で
あ
る
中
国
を
無
視
す
る
と

い
う
偏
向
に
対
す
る
彼
の
憂
慮
が
、
中
国
に
赴
く
こ
と
を
決
定

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
国
の
政
治
と
宗
教
の
現
状
、
と
く
に
仏
教

の
現
状
を
観
察
す
る
こ
と
が
、
彼
の
最
も
主
要
な
任
務
で
あ
っ

た
。
彼
は
北
京
語
を
学
習
す
る
こ
と
に
励
み
、
積
極
的
に
ラ
マ

教
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）
の
僧
侶
を
含
む
中
国
の
僧
侶
と
交
際
し
、

ま
た
雍
和
宮
の
ラ
マ
僧
の
協
力
の
も
と
で
、
円
仁
が
当
時
訪
問

し
た
五
台
山
を
巡
り
歩
い
た
。
彼
が
北
京
を
離
れ
る
前
、
著
名

な
『
北
京
護
法
論
』
を
執
筆
し
た
。
手
紙
の
な
か
で
、
彼
は
中

国
の
僧
侶
に
対
し
て
、
印
中
日
三
国
の
仏
教
の
同
盟
を
確
立
す

る
構
想
を
提
出
し
、
三
国
の
仏
教
徒
の
連
合
に
対
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
の
侵
入
に
対
抗
し
、
仏
教
の
ア
ジ
ア
（
東
ア
ジ
ア
）
に
お

け
る
伝
統
的
な
地
位
を
回
復
し
保
証
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

た
。こ

れ
と
同
時
に
、
彼
は
ま
た
鋭
く
中
日
仏
教
の
間
に
深
い
区

別
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
依
然
と
し
て
唐
宋
仏
教
の
様
相

を
保
存
し
て
い
る
日
本
仏
教
と
比
べ
る
と
、
日
本
仏
教
徒
に
遵

守
さ
れ
、
今
に
至
る
ま
で
な
お
研
究
、
実
践
を
し
て
い
る
中
国

高
僧
の
著
作
、
教
義
、
儀
礼
、
及
び
日
本
各
宗
の
独
自
の
発
展

は
、
ほ
と
ん
ど
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
非
常
に
大
き
な
相
違
に
基
づ
い
て
、
彼

は
当
時
の
中
国
仏
教
を
「
支
那
教
」、
日
本
仏
教
を
「
日
本
教
」

と
呼
称
し
、
な
ら
び
に
日
本
仏
教
の
優
越
的
な
地
位
を
指
摘
し
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た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
三
国
仏
教
の
同
盟
の
提
案
の
な
か
で
、

伝
統
的
な
連
帯
を
利
用
し
て
三
国
仏
教
の
交
流
を
回
復
し
よ
う

と
企
て
る
と
同
時
に
、
日
本
仏
教
の
独
自
性
と
優
越
的
な
地
位

を
強
調
し
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
仏
教
に
盟
主
の
地
位
と
な
る

充
分
な
理
由
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
、
一
八
七
六
年
と
一

八
七
七
年
、
日
本
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
は
前
後
し
て
上
海
と
朝
鮮

の
釜
山
に
寺
院
を
建
立
し
、
東
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
世
界
の
他

の
地
域
に
仏
教
を
輸
出
す
る
歴
史
を
開
始
し
た
。
東
ア
ジ
ア
仏

教
の
伝
統
的
な
交
流
関
係
は
、
日
本
の
海
外
布
教
に
よ
っ
て
新

た
な
回
復
を
獲
得
し
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
伝
統
を
変

え
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
も
は
や
伝
統
的
な
形
で
は
な
く
な
り
、

日
本
を
主
導
と
す
る
新
秩
序
の
誕
生
を
意
味
し
た
。

三
　
ロ
ン
ド
ン

―
近
代
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
の

出
発
点

日
本
仏
教
の
伝
来
は
、
中
国
で
は
前
代
未
聞
の
事
件
で
あ
り
、

仏
教
界
と
一
般
民
衆
の
広
範
な
関
心
を
引
き
起
こ
し
た
。
楊
文

会
は
、
そ
の
な
か
で
日
本
の
布
教
師
と
積
極
的
に
交
際
し
た
在

家
居
士
で
あ
る
。
一
八
六
六
年
、
楊
文
会
は
南
京
で
金
陵
刻
経

処
を
創
立
し
、
太
平
天
国
の
運
動
の
打
撃
に
よ
っ
て
さ
ら
に
衰

微
し
た
中
国
仏
教
を
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仏
教
典
籍
の

版
木
を
彫
り
流
通
さ
せ
る
こ
と
は
一
番
重
要
な
任
務
で
あ
る
と

考
え
た
。
彼
は
し
だ
い
に
そ
の
事
業
を
拡
大
し
、
仏
教
の
研
究

と
教
育
の
振
興
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
し
た
が
っ
て
清
末

仏
教
界
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
楊
文
会
の
仏
教
研
究
、
仏
典
の
出
版
、
仏

教
教
育
な
ど
の
方
面
に
お
け
る
貢
献
は
、
南
条
文
雄
の
協
力
と

切
り
離
せ
な
い
。
こ
れ
は
近
代
の
中
日
仏
教
の
交
流
史
上
、
最

も
重
要
な
こ
と
が
ら
の
一
つ
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
六
月
三
十

日
、
彼
ら
は
日
本
の
布
教
師
の
紹
介
、
な
ら
び
に
英
国
に
お
け

る
日
本
の
外
交
官
の
手
配
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
知
り
合
い
、

そ
の
後
、
三
十
年
間
ず
っ
と
良
好
な
個
人
的
関
係
を
保
っ
た
。

こ
の
二
人
は
後
に
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
国
家
の
近
代
仏
教
研
究
の

代
表
的
人
物
と
な
っ
た
が
、
全
世
界
を
支
配
す
る
中
心
の
地
、

ロ
ン
ド
ン
で
知
り
合
っ
た
こ
と
に
は
、
非
常
に
象
徴
的
意
義
が

あ
る
。

一
八
七
八
年
、
楊
文
会
は
、
清
朝
の
外
交
官
と
し
て
ロ
ン
ド



近代中日仏教徒の対話109

「東洋学術研究」第46巻第１号

ン
と
パ
リ
に
赴
い
て
勤
務
し
た
。
そ
れ
は
前
後
六
年
の
長
き
に

わ
た
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
歴
に
よ
っ
て
、
彼
は
最
も
早
く

世
界
的
な
視
点
で
中
国
仏
教
を
観
察
、
発
展
さ
せ
る
中
国
仏
教

徒
に
な
っ
た
。
南
条
文
雄
は
、
一
八
七
六
年
六
月
、
ロ
ン
ド
ン

に
留
学
し
、
英
語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
後
、
一
八
七
九
年
二
月
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
転
入
し
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー

教
授
の
指
導
の
も
と
で
、
梵
文
を
学
習
し
、
一
八
八
四
年
、
帰

国
し
た
。
二
人
は
初
め
か
ら
熱
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
梵
文
仏
典

の
研
究
の
状
况
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
南
条
文
雄
は
学
ん
だ
梵

文
の
知
識
と
梵
文
仏
典
の
研
究
成
果
を
楊
文
会
に
伝
え
、
な
ら

び
に
古
代
の
漢
訳
経
典
の
長
短
に
対
し
て
、
堂
々
と
自
己
の
見

解
を
述
べ
た
。
深
い
仏
教
信
仰
を
も
つ
楊
文
会
は
、
南
条
文
雄

の
紹
介
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
仏
教

研
究
に
対
し
て
き
わ
め
て
大
き
な
関
心
を
抱
い
た
。
東
ア
ジ
ア

の
近
代
仏
教
研
究
は
、
実
際
上
、
ま
さ
し
く
こ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

南
条
文
雄
は
、
も
う
一
人
の
日
本
青
年
と
、
本
願
寺
に
よ
っ

て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
梵
文
を
マ
ス
タ
ー
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
興
起
し
た
仏
教
研
究
を
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
の
同
伴
者
は
不
幸
に
も
途
中
で
病
死
し
、
彼
は
す
べ
て

の
期
待
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
彼
は
み
な
の
期
待
に
応

え
、
彼
の
帰
国
に
と
も
な
い
、
梵
文
に
基
づ
く
仏
教
原
典
の
研

究
方
法
も
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。
こ
れ
以
前
は
、
東
ア
ジ
ア

仏
教
研
究
は
、
千
年
近
く
、
た
だ
漢
訳
と
漢
文
注
釈
に
よ
っ
て

の
み
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
彼
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
文
献

学
と
歴
史
学
の
研
究
方
法
は
、
伝
統
的
研
究
に
限
ら
れ
た
仏
教

界
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

斬
新
な
知
識
と
方
法
に
よ
っ
て
歴
史
の
舞
台
に
登
っ
た
南
条

文
雄
は
、
帰
国
後
数
年
の
う
ち
に
、
続
け
ざ
ま
に
近
代
的
学
術

の
雰
囲
気
に
満
ち
た
研
究
論
文
を
発
表
し
、
人
の
耳
目
を
一
新

さ
せ
、
強
烈
に
梵
文
の
有
効
性
と
新
型
の
仏
教
研
究
の
意
義
を

宣
伝
し
た
。
一
定
の
名
誉
を
得
た
南
条
文
雄
は
、
一
八
九
一
年
、

留
学
生
活
を
雑
誌
に
連
載
し
始
め
、
な
ら
び
に
ロ
ン
ド
ン
に
お

い
て
楊
文
会
と
交
換
し
た
手
紙
と
筆
談
を
公
開
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
私
た
ち
は
、
彼
ら
の
間
で
討
論
さ
れ
た
問
題
、
及
び
こ

れ
ら
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
後
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
の
発
展

に
影
響
し
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。



四
　
イ
ン
ド
の
原
典
へ
の
回
帰

古
よ
り
、
梵
文
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
漢
文
経
典
は
、
東
ア
ジ
ア

仏
教
の
基
礎
と
根
拠
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
興
起
し
た
梵
文
原
典
の
研
究
は
、
意
外
に
も
強
烈
に
南
条

文
雄
と
楊
文
会
と
を
引
き
つ
け
た
。
彼
ら
二
人
は
梵
文
原
典
の

研
究
の
一
般
的
状
况
、
梵
字
の
時
代
に
よ
る
相
違
、
声
明
学
、

梵
文
経
典
、
漢
訳
の
長
短
な
ど
に
つ
い
て
、
広
範
な
討
論
を
展

開
し
た
。
こ
れ
は
彼
ら
の
長
期
の
交
流
の
な
か
で
最
も
学
術
性

に
富
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。

十
八
世
紀
末
、
清
朝
の
皇
帝
、
乾
隆
は
詔
書
を
発
布
し
、
古

来
の
漢
訳
の
な
か
の
梵
文
の
音
訳
、
と
く
に
呪
文
は
、
イ
ン
ド

の
正
し
い
音
に
合
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に

保
存
さ
れ
て
い
る
純
正
の
梵
文
の
発
音
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を

改
正
し
、
こ
の
た
め
に
一
冊
の
梵
文
・
蔵
文
・
蒙
古
文
・
漢
文

の
対
照
字
典
、『
同
文
韻
統
』
を
編
集
し
た
。
こ
れ
は
中
国
仏
教

に
対
し
て
、
大
き
な
影
響
を
生
み
出
し
た
。
楊
文
会
は
こ
の
字

典
を
携
帯
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
成
果
を
で
き
る
だ
け
理
解

し
よ
う
と
し
た
。
南
条
文
雄
は
、
梵
文
研
究
の
最
前
線
に
身
を

置
き
、
ま
た
深
い
漢
文
の
教
養
を
持
ち
、
楊
文
会
に
と
っ
て
得

難
い
案
内
者
で
あ
っ
た
。

南
条
文
雄
は
、
楊
文
会
が
列
記
し
た
問
題
の
リ
ス
ト
に
対
し

て
、
第
一
に
梵
文
原
典
の
研
究
の
一
般
状
况
を
紹
介
し
た
。
当

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
学
術
が
進
歩
し
、
学
者
は
あ
た
か
も
往

年
の
鳩
摩
羅
什
と
玄
奘
の
よ
う
に
、
梵
文
の
三
蔵
経
典
を
熟
読

し
、
翻
訳
に
従
事
し
た
。
イ
ン
ド
東
北
部
と
ネ
パ
ー
ル
で
、
大

量
の
梵
文
原
典
が
発
見
さ
れ
、
南
イ
ン
ド
と
ス
リ
ラ
ン
カ
で
流

行
し
た
パ
ー
リ
語
の
小
乗
の
典
籍
は
、
大
乗
の
仏
典
と
相
違
す

る
。
こ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
常
識
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
中
国
仏
教
が
設
立
し
た
「
唱
誦
」
の
科
目
と
、
清

代
の
寺
院
の
な
か
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
呪
文
に
つ
い
て
、
相
応

す
る
原
典
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ

ュ
ラ
ー
の
梵
文
文
法
書
と
モ
ニ
エ
ル
＝
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
梵
英

辞
典
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
梵
字
の
字
形
に

も
相
次
い
で
変
化
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。
梵
文

の
音
韻
の
重
要
な
意
義
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
か
ら
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
は
、
文
字
で
伝

承
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
音
声
に
よ
っ
て
そ
の
教
義
を
伝
承
し
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て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
発
音
が
正
確
で
な
け
れ
ば
、
教
義

は
ま
っ
た
く
誤
り
と
な
る
。
仏
教
は
深
く
そ
の
影
響
を
受
け
、

古
よ
り
暗
誦
を
重
視
し
、
そ
の
文
字
も
暗
誦
か
ら
記
録
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
に
よ
っ
て
、
イ

ン
ド
仏
教
に
「
唱
誦
」
と
い
う
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が

中
国
仏
教
の
「
唱
誦
」
の
科
目
の
由
来
で
あ
る
。

第
三
に
、
南
条
文
雄
は
、
自
己
の
整
理
し
た
数
部
の
大
乗
の

梵
文
原
典
の
進
展
を
、
詳
し
く
紹
介
し
た
。
梵
文
経
典
は
次
々

と
書
写
す
る
過
程
で
、
書
写
の
誤
り
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
地
域
と
方
言
の
問
題
に
よ
っ
て
、
同
一
経
典
に
多
く
の

相
違
が
も
た
ら
さ
れ
、
こ
れ
が
漢
訳
の
な
か
の
同
一
経
典
に
異

な
る
訳
本
が
あ
る
原
因
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

梵
文
の
語
法
と
古
代
の
漢
語
が
ま
っ
た
く
相
違
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
原
意
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
翻
訳

の
形
式
、
つ
ま
り
直
訳
か
意
訳
か
の
相
違
に
よ
っ
て
、
同
一
経

典
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
訳
文
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
楊
文
会

は
六
種
の
訳
本
の
『
金
剛
般
若
経
』
を
版
木
に
彫
り
、
そ
の
な

か
に
は
隋
代
の
訳
本
が
あ
り
、
明
代
の
高
僧
、
智
旭
は
そ
の
訳

本
を
き
わ
め
て
拙
劣
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南

条
文
雄
は
例
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
こ
れ
は
け
っ

し
て
訳
文
の
誤
り
で
は
な
く
、
直
訳
の
た
め
、
梵
文
の
語
順
に

よ
っ
て
機
械
的
に
訳
文
を
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

楊
文
会
の
要
求
の
も
と
で
、
南
条
文
雄
は
そ
の
経
典
の
経
名
を

直
訳
し
た
が
、
原
題
の
な
か
に
「
経
」（
ス
ー
ト
ラ
）
と
い
う
字

が
な
か
っ
た
。
楊
文
会
は
、「
経
」
の
字
は
中
国
人
が
追
加
し
た

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
時
、
き
わ
め
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
経
は
中
国
仏
教
史
上
、
最
も
重
視
さ
れ
た

仏
教
経
典
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
権
威
性
と
正
統
性
を
保
証
す

る
「
経
」
の
字
が
後
の
人
が
追
加
し
た
と
い
う
結
論
は
、
敬
虔

な
中
国
仏
教
徒
か
ら
言
う
と
、
想
像
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
に
、
中
国
仏
教
徒
の
仏
教
研
究
の
方
法
に
対
す
る
批
判

で
あ
る
。
楊
文
会
は
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
時
、
彼
が
深
く
影
響
を

受
け
た
二
部
の
中
国
仏
教
徒
が
撰
述
し
た
書
を
自
ら
南
条
に
渡

し
た
。
一
部
は
唐
代
の
法
蔵
の
『
大
乘
起
信
論
疏
』
で
あ
り
、

一
部
は
清
代
の
彭
際
清
居
士
の
『
浄
土
三
経
起
信
論
』
で
あ
る
。

楊
は
『
大
乘
起
信
論
』
を
読
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
に
帰
依

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
そ
の
書
の
梵
文
原
典
が
現
在
存
在
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
十
分
に
関
心
を
持
っ
た
。
南
条
が
ま
だ
発
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見
し
て
い
な
い
と
彼
に
告
げ
た
時
、
と
て
も
失
望
し
た
。
彭
居

士
の
浄
土
信
仰
も
彼
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
南

条
は
彭
の
書
を
読
ん
だ
後
、
批
判
意
見
を
楊
に
送
っ
た
。
彭
の

書
の
な
か
で
は
、『
無
量
寿
経
』
の
漢
訳
五
部
の
訳
本
に
対
し
て

新
た
な
校
勘
を
な
し
、
一
つ
の
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
よ

う
と
試
み
た
。
そ
の
経
は
浄
土
信
仰
の
基
本
的
経
典
で
あ
り
、

多
種
の
訳
本
が
あ
る
。
宋
代
の
王
日
休
居
士
は
、
浄
土
信
仰
に

役
立
つ
か
ど
う
か
、
訳
文
の
簡
潔
性
、
表
現
の
優
美
性
を
標
準

と
し
て
、
古
来
の
四
種
の
訳
本
を
省
略
し
、
新
し
い
テ
キ
ス
ト

を
製
作
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
代
の
雲
棲
は
、
経
文
の
順

序
に
対
す
る
そ
の
恣
意
的
な
改
変
と
文
字
の
削
除
に
不
満
で
、

こ
れ
を
採
用
せ
ず
、
魏
訳
本
を
版
木
に
彫
り
流
行
さ
せ
た
。
彭

は
雲
棲
の
基
礎
の
上
に
、
魏
訳
を
底
本
と
し
て
、
各
訳
本
を
参

照
し
て
、
経
文
に
対
し
て
改
め
て
削
除
と
付
加
を
し
た
。
南
条

は
、
彭
が
王
の
や
り
方
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
王
の
誤
り
を

繰
り
返
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
訳
文
の
是
非
の
判
定
に
は
、

梵
文
の
原
本
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
各
本
に
対
し
て
比

較
考
証
を
し
た
後
に
、
は
じ
め
て
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
は
、
こ
れ
こ
そ
正
し
く
彼
本
人
、
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者

が
努
力
し
て
原
本
を
探
し
求
め
る
動
機
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
で
に
五
種
の
梵

文
写
本
を
手
に
入
れ
、
ち
ょ
う
ど
比
較
研
究
を
し
て
い
た
。

上
述
の
南
条
文
雄
の
見
解
に
対
し
て
、
楊
文
会
は
深
く
敬
服

し
、
南
条
が
た
だ
は
っ
き
り
と
多
く
の
歴
史
上
の
難
問
を
解
釈

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
従
事
し
た
仕
事
も
ま
た
中
国
数
百

年
来
、
だ
れ
も
な
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、

高
く
南
条
の
研
究
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
称
賛
し
、
な
ら
び
に
彼
の

研
究
成
果
を
中
国
で
出
版
し
、
中
国
の
読
者
に
紹
介
す
る
こ
と

を
希
望
し
た
。
さ
ら
に
、
中
国
青
年
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し

て
梵
文
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼

ら
は
梵
文
原
典
の
研
究
が
仏
教
の
本
来
の
姿
を
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

南
条
文
雄
の
思
考
の
な
か
か
ら
、
近
代
学
術
の
方
法
論
を
発

見
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。
こ
れ
は
、
広
範
に
文
献
を
収
集
す

る
と
い
う
基
礎
の
上
に
、
言
語
の
知
識
を
自
由
に
使
い
こ
な
し
、

比
較
実
証
的
研
究
を
な
し
、
ま
た
歴
史
的
考
察
を
重
視
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
先
生
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
主

張
を
継
承
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
た
え
ず
南
条
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文
雄
に
、
歴
史
的
に
仏
教
を
研
究
す
る
よ
う
に
忠
告
し
、
比
較

宗
教
学
の
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
梵
文

仏
典
で
あ
る
か
漢
訳
仏
典
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
仏
教
の
教
義

に
は
、
す
べ
て
そ
の
形
成
発
展
の
過
程
が
あ
り
、
こ
の
歴
史
的

過
程
は
そ
の
ま
ま
歴
史
的
研
究
の
主
要
な
対
象
で
あ
る
こ
と
を

指
し
示
し
た
。
こ
の
二
種
の
研
究
方
法
、
つ
ま
り
文
献
学
と
歴

史
学
の
方
法
は
、
南
条
文
雄
の
仏
教
研
究
の
な
か
で
忠
実
に
貫

徹
さ
れ
、
楊
文
会
の
著
作
と
教
育
実
践
の
な
か
に
も
部
分
的
に

反
映
さ
れ
、
ま
た
し
だ
い
に
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
研
究
者
に
受
容

さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
に
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
後
に
、
中
国
仏
教
徒
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
仏

教
研
究
を
学
術
化
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
修
行
実
践
と
信
仰
に
対

す
る
熱
情
を
弱
め
た
と
批
判
し
た
。
こ
れ
は
反
面
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
仏
教
研
究
の
方
法
が
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
研
究
界
に
深

く
浸
透
し
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

五
　
思
想
の
対
立

楊
文
会
と
南
条
文
雄
と
は
、「
近
代
」
と
「
伝
統
」
の
知
識
の

領
域
で
多
く
の
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
う
え
、
彼
ら

の
間
で
は
、
南
条
文
雄
が
近
代
知
識
の
伝
播
者
の
役
割
を
演
じ

た
と
、
ま
さ
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
教

が
ど
の
よ
う
に
西
洋
人
に
伝
播
す
る
か
と
い
う
問
題
、
ま
た
仏

教
信
仰
の
立
場
の
問
題
に
言
及
す
る
と
き
、
二
人
の
間
に
は
、

超
え
る
こ
と
の
難
し
い
溝
が
出
現
し
た
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
彼
ら
の
交
流
の
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
う
一
つ

の
側
面
で
あ
る
。

楊
文
会
は
南
条
文
雄
に
送
っ
た
第
一
の
手
紙
の
な
か
で
、
釈

迦
牟
尼
の
教
え
を
西
洋
各
国
に
伝
播
し
た
い
と
い
う
願
望
を
表

明
し
、
南
条
文
雄
の
接
触
す
る
英
国
人
の
な
か
に
仏
教
を
信
仰

す
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
を
切
実
に
知
り
た
い
と
思
い
、
さ
ら

に
、
自
分
は
言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
と
言
っ
た
。
南
条
文
雄
の
回
答
は
、
い
さ
さ

か
楊
を
意
気
沮
喪
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
、
西
洋
に
は

仏
典
を
研
究
す
る
人
は
い
る
け
れ
ど
も
、
仏
教
を
信
仰
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
っ
た
。
楊
は
、『
大

乗
起
信
論
』
の
梵
本
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
知
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
、
南
条
文
雄
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。

将
来
、
こ
れ
を
英
語
に
翻
訳
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
仏
教
に
帰

近代中日仏教徒の対話113

「東洋学術研究」第46巻第１号



依
す
る
こ
と
の
で
き
る
入
門
書
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
る
べ
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
浄
土
真
宗
が
そ
の
教
義
に
も
し
若
干
の

修
正
を
す
る
な
ら
ば
、
き
っ
と
欧
米
人
に
浄
土
の
教
義
を
受
容

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
楊
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
仏
教
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
仏
教

の
復
興
と
伝
播
の
た
め
に
好
ま
し
い
機
会
を
提
供
し
、
仏
教
は

キ
リ
ス
ト
教
と
比
べ
て
広
く
深
く
、
い
っ
そ
う
世
界
性
が
あ
り
、

き
っ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
精
神
的
支
柱
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
、
彼
が
上
海
で

英
国
の
宣
教
師
テ
ィ
モ
シ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
（T
im

othy
R

ichard

、

一
八
四
五
―
一
九
一
九
）
が
『
大
乗
起
信
論
』
を
英
語
に
翻
訳
す

る
の
に
協
力
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
願
望
に
基

づ
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
条
文
雄
は
、
楊
の
熱
心
な
提
案
に
対
し

て
、
か
え
っ
て
ず
っ
と
沈
黙
を
保
ち
、
自
己
の
態
度
を
表
明
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
彼
が
浄
土
真
宗
の
中
国
に
お
け

る
布
教
を
熱
心
に
支
持
し
た
姿
と
鮮
や
か
な
対
照
を
示
し
た
。

一
八
七
九
年
、
彼
は
小
栗
栖
香
頂
に
送
っ
た
手
紙
の
な
か
で
、

病
の
た
め
に
中
国
の
布
教
の
第
一
線
か
ら
退
い
て
帰
国
休
養
せ

ざ
る
を
え
な
い
小
栗
栖
に
対
し
て
、
彼
の
身
体
が
回
復
し
た
ら
、

再
び
中
国
に
戻
っ
て
、
日
本
の
布
教
師
を
鼓
舞
し
、
中
国
人
民

を
浄
土
真
宗
に
帰
依
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
言
っ
た
。
さ

ら
に
中
国
で
布
教
す
る
時
、
た
だ
方
言
の
み
を
学
習
す
る
べ
き

で
は
な
く
、
布
教
師
た
ち
に
全
国
に
通
用
す
る
標
準
語
を
マ
ス

タ
ー
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
い
っ

そ
う
多
く
の
人
が
浄
土
真
宗
の
教
義
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
提
案
し
た
。
南
条
文
雄
の
態
度
は
も
と
よ
り
彼
の
英
国
に

お
け
る
目
的
、
つ
ま
り
梵
文
を
学
び
、
仏
教
原
典
を
研
究
す
る

こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は
西
洋
に
仏
教
を
宣
揚
し
、

西
洋
人
の
心
を
捉
え
よ
う
と
す
る
た
め
で
は
な
く
、
西
洋
に
お

い
て
学
ん
だ
新
し
い
知
識
を
日
本
に
移
植
し
、
日
本
の
仏
教
研

究
を
西
洋
と
等
し
い
水
準
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
に
、
彼
の
矛
盾
あ
る
態
度
、
西
洋
に
対
す
る

敬
慕
と
卑
下
と
を
示
す
と
同
時
に
、
中
国
に
対
す
る
自
信
と
優

越
感
と
を
示
す
態
度
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
こ
れ

は
「
文
明
開
化
」
の
時
期
の
日
本
人
が
共
有
し
て
い
た
世
界
認

識
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

楊
と
南
条
の
相
違
は
、
仏
教
思
想
の
根
本
的
立
場
に
鮮
明
に
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表
わ
れ
た
。
南
条
文
雄
は
親
鸞
を
宗
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
忠

実
な
信
徒
で
あ
り
、
絶
対
他
力
を
固
く
信
ず
る
立
場
に
立
ち
、

「
非
僧
非
俗
」
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
楊
文
会
は

浄
土
の
教
義
を
信
奉
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
主
張
す
る
の

は
自
力
と
他
力
を
ど
ち
ら
も
重
ん
ず
る
立
場
で
あ
り
、
戒
律
生

活
の
重
要
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

英
国
に
赴
く
前
、
楊
は
日
本
の
布
教
師
と
交
際
が
あ
り
、
ま

た
小
栗
栖
香
頂
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
『
真
宗
教
旨
』
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
漢
文
で
書
か
れ
た
、
中
国
人
に
対

し
て
真
宗
教
義
を
宣
伝
す
る
の
に
役
立
つ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ

り
、
し
か
も
朝
鮮
で
の
布
教
の
活
動
に
も
広
範
に
活
用
さ
れ
た
。

南
条
と
真
宗
教
義
を
討
論
し
た
時
、
楊
は
は
じ
め
て
仏
教
を
学

ん
だ
自
己
の
経
歴
を
公
開
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
仏
教
の
理
解

は
、『
大
乗
起
信
論
』
に
基
づ
き
、
浄
土
を
信
仰
の
落
ち
着
く
べ

き
所
と
し
、
同
時
に
参
禅
を
し
華
厳
を
研
究
し
た
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
全
体
の
理
解
の
も
と
、
彼
は
念

仏
往
生
を
正
宗
（
目
標
）
と
し
、
弘
法
と
衆
生
救
済
を
助
縁
（
手

段
）
と
し
た
。
自
己
に
は
師
は
な
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
経
典
に
背

か
な
い
こ
と
の
み
を
求
め
た
。
南
条
は
楊
に
対
し
て
、
中
国
伝

統
の
浄
土
思
想
の
中
で
は
、
廬
山
慧
遠
と
唐
代
の
善
導
の
思
想

は
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
宗
の
伝
承
し
た
も
の
は
善
導
の

解
釈
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
楊
は
、
真
宗
は
教
義
の

上
で
は
専
ら
他
力
の
信
心
を
説
い
て
お
り
、
形
式
の
上
で
は
キ

リ
ス
ト
教
と
差
別
な
い
が
、
内
容
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
楊
は
、
自
己
の
宗
旨
を
提
唱
す
る
時
、

他
力
の
信
心
の
主
張
と
相
違
す
る
他
の
仏
教
教
義
を
必
ず
し
も

否
定
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
華
厳
、
禅
な
ど
の
よ
う
な

も
の
は
浄
土
信
仰
と
分
割
で
き
な
い
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
討
論
は
、
南
条
の
意
識
的
な
回
避
に
よ
っ
て
、
深
く
掘

り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
を

表
明
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
九
九
年
、

浄
土
真
宗
の
中
国
に
お
け
る
勢
力
の
拡
張
に
つ
れ
て
、
楊
文
会

は
改
め
て
南
条
文
雄
に
対
し
て
真
宗
の
教
義
の
問
題
を
討
論
す

る
こ
と
を
提
起
し
、
直
接
に
真
宗
の
教
義
が
経
典
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
時
の
討
論
と
同
様
、

南
条
文
雄
は
依
然
と
し
て
回
避
の
態
度
を
取
っ
た
が
、
彼
は
楊

文
会
に
対
し
て
小
栗
栖
香
頂
を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
、
楊
と
小

栗
栖
の
間
と
の
論
戦
は
、
三
年
近
く
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
思
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想
上
の
衝
突
は
、
浄
土
真
宗
の
中
国
に
お
け
る
布
教
に
対
す
る

楊
の
反
感
に
よ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
彼
は

ず
っ
と
真
宗
の
中
国
に
お
け
る
布
教
事
業
に
対
し
て
協
力
の
態

度
を
取
っ
た
。
こ
の
論
争
の
最
大
の
原
因
こ
そ
、
中
日
の
二
種

の
伝
統
の
間
の
相
違
と
仏
教
信
仰
の
根
本
的
立
場
の
対
立
で
あ

っ
た
。
中
国
仏
教
の
伝
統
の
な
か
に
は
、
絶
対
他
力
の
主
張
は

な
く
、
し
か
も
善
導
の
影
響
は
小
さ
く
、
善
導
に
対
す
る
理
解

も
あ
く
ま
で
相
違
す
る
。
真
宗
の
排
他
（
選
択
）
の
立
場
と
比
べ

る
と
、
楊
の
堅
持
し
た
も
の
は
円
融
総
合
の
立
場
で
あ
り
、
こ

れ
は
『
大
乗
起
信
論
』
と
華
厳
に
由
来
す
る
。

六
　
結
論

楊
文
会
と
南
条
文
雄
と
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
交
際
は
、
た
だ
彼

ら
の
長
期
の
交
流
の
中
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
、
彼
ら

は
な
お
緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
仏
典
の
交
換
と
仏
教
教

育
と
は
、
彼
ら
の
交
流
の
主
要
内
容
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
、

楊
文
会
は
外
交
官
の
生
涯
を
終
え
た
後
、
南
京
金
陵
刻
経
処
を

拠
点
と
し
て
、
仏
典
を
版
木
に
彫
る
こ
と
に
ひ
た
す
ら
力
を
尽

く
し
た
。
楊
は
南
条
文
雄
の
協
力
の
も
と
、
中
国
で
す
で
に
散

逸
し
た
古
代
中
国
の
高
僧
の
お
よ
そ
三
百
種
の
典
籍
を
日
本
か

ら
買
い
戻
し
た
。
こ
れ
は
仏
教
界
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
、
近

代
の
中
国
仏
教
の
復
興
を
刺
激
し
た
。
同
時
に
、
日
本
が
大
蔵

経
を
編
集
し
た
際
、
南
条
文
雄
等
の
人
の
求
め
に
応
じ
て
、
楊

文
会
も
多
く
の
書
籍
を
提
供
し
、
多
く
は
続
蔵
経
の
な
か
に
収

め
ら
れ
た
。
彼
ら
の
交
流
を
支
え
た
も
の
は
、
も
と
よ
り
ロ
ン

ド
ン
で
結
ん
だ
友
情
と
仏
法
弘
伝
に
対
す
る
熱
情
で
あ
り
、
南

条
文
雄
の
方
で
は
、
さ
ら
に
お
よ
そ
百
年
前
、
一
人
の
日
本
僧

が
中
国
の
寺
院
に
百
種
の
仏
典
を
贈
呈
す
る
こ
と
を
計
画
し
た

事
跡
に
鼓
舞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南
条
文
雄
は
さ
ら
に
仏
典
が

再
び
中
国
に
戻
る
こ
と
の
も
う
一
つ
の
意
義
を
指
摘
し
た
。
つ

ま
り
、
古
代
中
国
の
高
僧
の
典
籍
は
中
国
に
お
い
て
す
で
に
散

失
し
た
が
、
日
本
に
だ
け
存
在
し
て
い
る
の
で
、
日
本
こ
そ
大

乗
仏
教
の
伝
播
に
適
合
し
た
地
域
（
大
乗
相
応
の
法
域
）
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。

近
代
型
の
仏
教
に
転
換
す
る
過
程
の
な
か
で
、
仏
教
教
育
（
つ

ま
り
、
近
代
型
の
仏
教
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
）
は
ま
た
一
つ
の
推

進
力
で
あ
っ
た
。
一
八
九
三
年
、
楊
文
会
は
上
海
で
達
摩
波
羅

（D
harm

ap åla
、
一
八
六
四
―
一
九
三
三
）
と
知
り
合
っ
た
。
こ
の
若
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い
イ
ン
ド
の
仏
教
復
興
者
が
、
楊
に
中
国
僧
が
イ
ン
ド
に
赴
い

て
仏
法
を
弘
伝
す
る
よ
う
に
招
聘
し
た
時
、
楊
は
適
当
な
人
材

が
い
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
南
条
文
雄
を
推
薦
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
彼
に
仏
教
学
校
を
創
立
し
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

決
心
さ
せ
た
。
彼
は
南
条
文
雄
に
、
関
係
あ
る
仏
教
学
校
の
規

則
と
科
目
の
設
置
に
つ
い
て
情
報
を
求
め
、
日
本
仏
教
の
経
験

を
吸
収
し
よ
う
と
企
て
た
。
民
国
時
期
の
中
国
仏
教
の
代
表
人

物
、
太
虚
は
、
楊
文
会
の
仏
教
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
楊
文
会
と
南
条
文
雄
と
の
交
流
が
、
共

通
の
仏
教
信
仰
の
基
礎
の
上
に
あ
り
、
と
も
に
仏
教
の
新
旧
の

知
識
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
想
の
上
の
深
い

対
立
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
交
流
は
表
面
的
次
元
に
留
ま
り
、
伝

統
的
な
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
よ
う
に
教
義
上
の
一
体
性
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
ロ
ン
ド
ン
で
討
論
し
た
新

し
い
仏
教
研
究
は
、
後
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
発
展
の
方
向
と
な

っ
た
。
日
本
仏
教
徒
は
、
こ
の
新
し
い
方
向
を
指
導
し
た
。
こ

の
方
向
は
西
洋
の
仏
教
研
究
の
学
習
と
移
植
ば
か
り
で
な
く
、

同
時
に
ま
た
中
国
仏
教
に
対
す
る
批
判
的
な
観
察
を
引
き
起
こ

し
た
。
日
本
仏
教
徒
は
ま
さ
し
く
両
者
（
西
洋
に
学
ぶ
こ
と
と
、
中

国
を
批
判
す
る
こ
と
）
の
間
で
、
自
己
の
立
場
を
獲
得
し
、
し
た

が
っ
て
、
積
極
的
に
日
本
仏
教
の
特
有
性
を
描
き
出
し
、
強
調

し
た
。
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